






















作製した1/50サイス.のパネル(16.1cm x26. t1cm) 
パネル"，の節の数: 90 






節筏(cm): 1.0 -2.5 -4.0 
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パネル'1の節の数 90
節花(cm): 1.0 -2.5 -4.0 
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パネル中の節の数 :90
節~f(cm) : 1.7 -4.2 -6.7 
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パネル'1の節の数:255 
節筏(cm): 1.0 -2.5 -4.0 
r I絵4 節の数.節花，グループHn隔の異なる喰刷パネルの例




節径(α1): 1.0 -2.5 -4.0 
lA~切Lî、月たりの節の数: 216 
節能(on): 0.6 -1.5 -2.4 
14\~1而吋たりの節の数 : 216 











まさ円パターン(16cm X 16cm ) 
Type B:木理の明|僚な針葉樹材的な
まさ目パターン(15cm X 24cm ) 
Type C:道管の散花した|討作材的な
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2 ._3 ‘ Lー_O ._1 ._2 ._3 ‘-L_O ._1 ._2 ._3 10 • 10' 10' 10' 10' 10" 10 "10' 10' 10' 10' 10' 10 "10' 10' 10' 10' 10 
}，'d波数
0.67 0.61 0.67 
11絵9 r n然な」イメージの強い3パネルと「不自然なJイメージの値い3パネルの
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周波数













O.∞1 ・I. AO ..1 10 • 10. 10 3 'A4.. I.AO 'AI ..2 'A3 'A4 ・l'AO ..1 ..2 ..3 10- 10“10' 10 '10. 10' 10" 10' 10' 10 -'10' 10' lO' 10' 10 
周波数
0.71 0.39 0.38 
1絵10 r向然なJイメージの強い3パネルと「不i'I然な」イメージの強い3パネル
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れる主観的な心理状態を取り倣おうという試みが徐々に進められている 10.11 J その背景
には，社会が工業製品に対して機能性だけでなく，イメ ージや感性を量制する方向に移行







総 括 103 









































































































































































1)点試験法 1点識別法 ('A'or 'not A' test， single sample differenほ t回 t)
L点晴好法制nglesample preference test) 
2点比較法 2点識別法(問ireddifference t白t， two-sample difference test) 
3点比較法
2点I制f法(戸iredpreference t邸t， two-sample preferenceもest)
3点識別法 (triangledi妊erencetest， trian忠lartest for difference， 
three-sample di百erencetest) 
3点晴好法(仕ianglepreference t白 t，仕凶19u1artest for preference， 
three-sample preference test) 

















































































































伊釧TONEColor Paper 424U)を貼りつめた，十分な大きさのあるパネルM 台をj日立し.
パネルの背景を統ーした.
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A B 1 1調査当たりの被験将数被験者はドとして 20成前後の男k大学生であり，4)被験.{'f:
B A 2 
A 8 3 
同時に 20"""30名の調査を行うのではなただし，は20"""30名で.男kほぽ|斗数とした.































}j法. Bradleyの点法.そして. 百lUfS凶neのノi法の iつがある.前 二者は数学者が開発















n 枚の rj~ /Jミ用パネルの視覚イメ ージを N人の被験者に対して・対比鮫法で調べる場合
を巧える.名パネル対を (j，k)でぶし(j，k=1，2，…，n， J宇k) .パネルjのんがパネルhよ













SrS. = Xjt (2-η 
1 r骨 f{Yー (Sj-S.))21. 
























。-4) Q = j;;<均一 S.+ Sj)2 (2-9) S.-Sj = X;内 =xベ。ド0.2-2，傾向
I N 






パネル k の尺度仙 S. を求めることを考える.まず. ~員 の実測ftfipjtは
より得られる Xjtの実測好(Xj)は仰の値から正規分布表あるいは近似計算法刊}から求
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6 5 1 4 2 3 • 
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~1t 2 =誌が-5.)2 (2-15) 
となる.すると t n枚のパネルの標準偏涯の平均値占は，
=ー誌U. (2-1句














































4 1017 14 19 





































16 7 618 




ー2 ":"1 O i 2 
b: fmMìムヤド均槻1'\'1伽;~U必市化法)による心理量
3 
2 1 0 1 2 
Thurstonet}.;による心照尺1st他
c 




C，-u" = x"，{;f-キ。;-Z仰 向 (2-21) 























c，-u" = X'" α一22)
のように単純化される.この式は (2-η式と全く同じである.この後は ・対比較法の場合
-24 - - 25 -
と同様に，c，と UItの最小二乗解を求めればよい.通常はカテゴリ噴界の数m-1よりも
パネル枚数nの)jが大きい (n>m-1)ので. 正}j行列の性質を利用して (2-8)式から




















8 95' 1611 
13 41 ~I 2 
-+-ー +ーー・
-2 -1 0 1 2 
b:簡易法(平均原郡偏造基準化法)による心理量














































11 19 18 
⑮15 14 21 16 Q 12 
45298713T6 
-2 -1 0 i 
広系列間隔訟による心~尺度制















































































































まる.例えば20cmX 20cmの木材試料を 512dotX 512dotでサンプ リングする場合の 1
画案の解像度は 20叩 1/ 512dot=0.039cmである.量子化においても同様で，明るさの階
調数Lはコ ンビュータが処理しやすい 2のベキ乗に通常設定される.よく用いられるの
は0""255のL=256である.以後. 2次元のディジタル画像をf. 画案 (iJ)の輝度を














































f{iρ= f，(iρ+ Is(iρ 。-1)
そこで，下地となるまさ日パターンf.(iJ)を考える. ここではまさ日の木理を1(線と仮
定しているので， ρ(i，1)= f.(i，2) =…=f.仏川であるから，唯 4 のf.(i，')を計算すればよ


















WG = WA + rWa 。ー2)







Wc . . 
WG 
凶3.3 1{1~輪1:1]の早晩材の移行を表すのに必要なパラメータ



















μi，') =かsinの千 九) (3-5) 








































i. = n'M， j. = n"N，ゐ =lA + n"'IB 
で決定される.ここでn'，n"， n'" は0....1の実数値をとる一様乱数であり. μは最小道
管長， /Bは道管長変動量である.道管の描画開始点(uj.)はー蟻乱数によって決まるので.





























/1(iJ)-a1 -N(iJ) =一一一一一03+ a3 。l
ん(iJ)-a2 -



















カラー・テレビジョンでは，光の3原色である R(red)， G (green)， B (blue)に任怠の呪
みを付けて出色して，織々な色を表現している.色の喧ね合わせをぷすむi11:['を8とする
と，任意の色Cは.
C = rR el gG e bB (3-12) 





Cd = Rd 9 Gd 8 Bd 。-13)
であり， 0 S; Rd， Gd， & ~五 L- 1 である . 上と同様， Rd = Gd = & = 0 のとき Q はJ.~~色で








fc = fRも/cもfB (3-14) 
このとき.p何点(iJ)の色は，










の凶は. ff:，也のモノクローム画像fM の輝度範閉 Mdmio~Mdmuを. R 情報についてR白血
""R伽 zに. G t.'1報について G血o~Gdmu に. B 情報について B血in~ &muに変換する
錬作を点している.






































































































実λ;パネルの約 ν'50の大きさに相、可するミニチュアパネルも 2:{ill頬作製してイメー ジ
調査にflH、た. 一つは，実大パネルをそれぞれカラーな具に出彬し，そのカラープリント
-47 -





、九百羽:三、，.・ 、.、ー'ー、.aそ ...叫).. 





















2 4 8 16 32 臼 128256 2 4 8 16 32 64 128 256 2 4 8 16 32制 128256 
ク'ルー プ間隔 (X10寸 rad)
凶4.2 ;-J.!大パネル.'伊良パネル.画用紙パネルにおけるク'ループI:J附とイメ
ージの関係














































こでグループによるパネルの分割数Dは， パネルの横寸法をH. 縦寸法を V. 底辺に垂
直なグループの間隔を W とするとき.
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64 32 16 8 32 64 2 4 8 16 32 64 2 4 
グループによるパネルの分?刺激
16 8 4 
パネルの、f法は横 216mmx縦用I面に現れているノド日や漉淡などは無視されている.
グループによるパネルの分割数とイメージの関係







グループの本数が増えて明暗変化の頻度が刷えることがかる(相関係数0.97以上). この分割数の変化には4，8， 16， 述のグループによるパネルの分割j数を用いることにする.





































? 」 、 ? ? ? 、。
グループの傾斜角度の変化とイメージ4.3 
8 4 2 s 
(mm) 
8.1 .3 .5 1 2 
グループの太さ









XY 4.2. 1 と II~織にして.ク'ループの傾斜角度が段階的に異なる木質壁面パネル画像を，グループの太さの変化と 「自然なJr感じのよいjイメージの関係(閃4.6)において
呈示用パネルの、n~は横 216mm X縦プロッタと木材色の色画用紙を用いて作製した.ただし.グループ太さ 0.5mmでそれらのイメージが最も強くなる傾向が現れている.も.
1似mmで，傾斜角度にはパネルの底辺から反時計四りに0，5， 20， 33.7， 45， 60， 85， 90度のむし0.5mrnを最適太さと見るよりも.このピークはそれほど明確なものではないので.
グループの問33.7.はパネルの対角線が底辺となす角度に相当する.8段階を設定した.「感じのよいjイメージを与え「自然なjグループの太さが0.25，..，_1mmであれば.ろ.
図4.7にこれら呈示用パネルの様式凶を示す.隔は実測値で9mmの等間隔とした.この値は平均観察距離135cmにおける視角に換算する得ると考えるのが妥当であろう.





























45. 60 85. 90. 
A 
-3 



















. :安定した. ・ :感じのよい.

























各系列のパネル寸法をH:Vの辺比で去すと.4: 1 = 352mm : 88mrn. 2: 1 = 248nun : 
124rnm. 3: 2 = 216nun : 144nun. 1: 1 = 17金nrn: 174nun. 1: 2 = 12ゐnrn: 248nun 
である.したがって.定数として設定されているパネルの面積は3以)Cm2である.それぞ













辺比 1: 1 
、n去17七回nX17令官n





凶4.10に. H: V = 4 : 1， 3 : 2， 1 : 2の3系統における.グループによるパネルの分割
数Dとr"1然なJおよび f感じのよいJイメージの関係をぷす.パネルの辺比の変化に
伴って. r自然なJr感じのよいJイメージの各プロットのピークの位位が移動している





























































128 64 32 16 32 64 128 2 4 8 
グループ間隔 (XI0-3rad) 
16 8 4 
-3 







O:H:V=4:1.ム:H: V = 2: 1.口:H: V = 3: 2. 
マ:H : V = 1 : 1. 0: H : V = 1 : 4 
図4.10 パネルの辺比の変化に伴う分割l数のピークの移動
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「感じのよいJイメージの関係をび画用紙パネル全てについて，相対分割j数と「自然なJ64 32 16 8 4 2 DR 
32 64 1 
相対分割数
16 8 4 2 
示した.全体的な傾向として6'"10分割に「自然さ jや「感じのよさJのピークが集中
すなわち.この付近に相対分別数の最適価DRoptが存在することを不している.しており，凶4.12 判長I分別数と il'l然なJi感じのよいJイメージの関係o : 352mmX88mm (H: V = 4: 1)，ム:248mmx124mm (H : V = 2 : 1)， 
口:216mmx144mm (H: V = 3: 2)，マ:176mmX 176mm (H : V = 1: 1)， (4-3) DRop. = 6 ，._. 10 
(4-3)式を満たすグループ間隔の壁面パネルは，観察距雌やパネJい換えると，である.
ir然なJi感じのよいJイメージを与えることになるのである.ルの辺比に関わらず，
。:124mm x248mm (H : V = 1 : 2)， ・:120crnx 180cm (H : V = 2: 3)実大パネル (S群)， 
. : 12伽 nX 180cm (H : V = 2 : 3)実大パネル (1群)， 
+ : 164mmX246mm (H: V = 2: 3)写真パネノレ.










(4-2) DR = ./HV / W 
-65 -
この式の右辺の手)j恨は喧面パネルの幾何平均的な寸法を表している.例えば.辺比の異
その幾何辺良は約 17.3αnでなる 5系列のパネルの面積はいずれも 3∞cm2であるので，
-64 -






























































25αn. 縦 17cmであった.作製したのは. 1壁面当たりの節の数(216個)はlu1じだが


































































プロ ット 節径.(故小一平均一最大)(cm) 節の数・ 0.6-1.5 -2.4 90 
企 1.0-2.5 -4.0 90 
. 1. 7 -4.2 -6.7 伺
v 
• 
1.0 -2.5 -4.0 
















(4-3)式で示した範囲 (DRopt=6~ 1切に存在しており.D胸 4は節のような非常に目立つ
特徴が現れていてもほとんど影響されないことがわかる.このことは.グループのような
まばらで細いI(i線格子パターンは， パネルの 「自然さJや 「感じのよさjに大きく影縛す
ることを点しており.有節あるいは無節を間わず.水質空IUJをデザインする上で無視する
ことのできないものといえる.











































128 256 64 32 64 128 256 4 8 16 
想定グループ間隔 (cm) 
32 16 8 
??
? ?
64 32 16 8 4 2 
DR 
32 64 1 
相対分割数

















o 0.6 -1.5 -2.4 
ム 1.0-2.5 -4.0 









0.6 -1.5 -2.4 
1.0 -2.5 -4.0 
1.7 -4.2 -6.7 
1.0 -2.5 -4.0 
1.0 -2.5 -4.0 
プロット





3)壁型パネルと部屋型パネルの比較関 4.15 にぷす.各系列のプロットの頂点は壁型パネルの場合と II~ じ怨定間隔 20cm (実す
f感じのよいJイメージを強くf自然なJ国4.13および図4.15から明らかなように，法6.5mm)付近に集rl'しており，節の有無や節の大きさには影押されにくいことがわか
与えるグループ1]隔は，壁型パネル.部照明パネノレともに怨定寸法で約20cmである.「自然グループ間関が故も狭いパネルが，かつ，ただし.節の平均作が肢も大きく.る.
平均観察距離部民型パネルで 6.5mmであり.その実寸法は壁型パネルで 2伽nm，}j， このパネルではグルーなJi感じのよいjイメージを強く与えているという例外もある.
3 radとなるの
それにも関わらず
4.3 x 10 
で.実寸法においても網膜像においても両，{fの大きさはかなり異なる.
-71 


















































































5.1 実験方法 ぷ5.1 ji示JIパネルの仕様
5.1.1 呈示用パネルの作製
材而の濃淡むらのみが系統的に変化するまさ自パターンを， 3.2で述べた画像生成法に
より作製した. I J絵6は作製した3鞄類のパターンの伊jである. Type AおよびTypeB 

















TypeA Type B Type C 
L・65.24.....68.64 48.侃.....57.5 62.43..67.60 
色彩伯 a. 6.1g... 9.57 -0.04..... 2.07 10.93...14.11 
b・ 19.46--22.49 15.64.....18.31 28.2号..，30.07
寸法(cm) 繊寸弘 16 15 14 
縦寸法 16 24 19 
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. 16ι. E ・
ミ0
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5.3潰淡むらの最適明度コントラスト
• • ' ー3
0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 
水理の挺制の視内側 (α/d) 木理の周波数 (V/A) 
a (XIO"'rad) b 







平均的な明度を測色計で測定することは難しい.そこで. Munsell B∞k of Color収録の
37枚の無彩色の色片の明度を調IJ色計で測定し.さらにイメージスキャナから入力してそ
のグレイレベルを求め.グレイレベルから明度値への較正直線を作成した.この較疋抗線
凶5.1 本理の娠中I~ と周波数および濃淡むらの周波数と「自然な J r派手な」イメー
ジの関係
















を用いて.パネルの最明部および最暗部のグレイレベルを. Munsel J;.色系のI.VJ度 (V.
パリュウ)に換算した.
明度コントラスト LlVと「自然な」および「派手な」イメージの関係を凶5.2にぷす.
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.: r = 0.91 
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とを試みた(図 5.5) . 
まず.2ぷ用パネルのplJj像をイメージスキャナからディジタル入力し，任意の走査線の
IYJ附変化を点すラインプロフィーノレL(t)(i=lム.，N;0 ~ L(t) ~ 255)を得る.Nは同点数
であり.今回はN=512である.L(t)に次式のような平滑化処理を施し.平滑化ラインプ
ロフィールL'(t)を得る.
i~ L(i') I (i'ー が |





















(5-2) Fc = M-1 
。。
である.左からj番目 (1孟j孟M)の頂点の位置をむで去すことにすると.左からh番目




0.5 (5-3) C~ = IL'(ら)ー L'(ih1)I 
。。畠.
o. ' 0 























































































































2伽 nのIE)i形に相吋する領域を許可他人力した.部{両像の楠Jp.伸i素数は 512x 512個(解
像度約0.39mm )で， 1両案あたりのカラ一階調数はR， G. Bそれぞれ256であった.






















画像名 パネル パネル の'Jl:.Ji度
需号 L・ 0* b・番号 L・ 0* b・ I 
イタリ7ン7'ラウン 66.76 6.71 泣.27 66.99 -3.68 -4.38 0.043 
Tラヘ.スカ トー 2 64.38 2.95 31.42 H 65.38 -2.99 -1.14 0.146 
セルヘ.シ 7ンテ 3 63.99 10.49 46.22 国 61.45 -7.52 -1.84 0.530 
タ・グラス77-(版日) 4 67.50 5.82 42.68 N 70.23 -5.30 -3.83 O.日6
カラマツ(まさ日) 5 66.88 8.伺 46.04 V 65.64 -6.55 -4.73 0.430 
ピンタンJ'-J¥t (まさ目) 6 69.86 6.48 42.12 羽 65.54 -5.36 -1.45 0.212 















E 2 E 、4 6 W 4 
1 VI 5 
グループ名 パネル番号
1 I I A 2 3 4 5 6 7 
一3 一2 。 2 3 B I I I IV V 明 vn 
C I 1 1I 4 5 6 7 「木らしいJイメージ
D 1 2 3 W V VI vn 
図6.1 「木らしいjイメージの心理尺度口絵11，表6.2を参照
算用数字:YR系色のパネル.ローマ数字:無彩色のパネル




4 V 'v1. 3 ll2 
6 N 1l 1 







( 1 )の f石らしい」イメージが非常に強く，その色違いのYR系色のパネル(1 )の
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水か石かの素材イメージが暖昧なパネルである. 3， m， 7， VIのパネルに特徴的なのは.
YR系色か無彩色かの色彩変化に伴う f木らしいJr石らしいJイメージの変化が他のパ
ネルに比べて大きいことである.図6.1の「木らしいjイメージの心理品の数直線におい
て， YR系色の堆組制の行円模犠(3 )は無彩色のもの(m )より 1尺度制以上「木らし
くJなり， J~I眠不~(7 ， vø) や無彩色の南洋材のまさ日棋犠( VI )などの木目模織よりも
「水らしい」イ11模倣である.一方，図6.2の f石らしい」イメージの数l白線では，無彩
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ただし. II~ じ色彩のパネルどうしで比較した場合. r木らしいJイメージの強いパネルの





























SH2 =か-AT)2 / M， SV2 =か-AT)2 /尺
A=会f(i，J) / N，ん=とf(i，J) / M， AT =岱f(i，J) / MN 
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